
（1）
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強かったものが、近代は職業の多様化が進ん
だこともあって広い意味合いでの労働を対象
としており、研究や文化芸術なども勤労感謝
の中に含んだ概念が定着しているようです。
　戦後わが国は大変な勢いで復興･発展しまし
た。その背景には国民の「勤労精神」があった
事は疑いのない事実だと思います。鉄鉱石や
石油といった資源が無く、自然災害も多い国
土でありながら先進国の一員としてあり続け
る原動力は、国民の知恵と勤労だと言っても
過言ではないと考えます。
　日本でロータリーが広まったのもこの「勤労
精神」が、ロータリーの「奉仕の理念」である
「職業奉仕」と重ねられたからなのかも知れま
せん。しかしながら近年は「職業奉仕」の位置
づけが後退しているようにも思えます。私は
ロータリーの根幹は「職業奉仕」だと考えます
が皆さんの考えは如何でしょうか。
--------------------------------------------------
2017年決議審議会　結果速報
以下、主なものを報告します。

◦�クラブ戦略計画委員会の設置を推奨するこ
とを検討するようRI理事会に要請する件
　　採択　はい：295　いいえ：195
◦�すべてのクラブ例会を「四つのテスト」で
開始することを推奨することを検討するよ
うRI理事会に要請する件
　　不採択　はい：167　いいえ：320
◦�最低会員数20名を各クラブに義務づけるこ
とを検討するようRI理事会に要請する件
　　不採択　はい：103　いいえ：388
◦�「�奉仕」を定義することを検討するようRI
理事会に要請する件

　　不採択　はい：208　いいえ：275

	 会長　富永　雅弘
　明日、11月23日は「勤労感謝
の日」です。「勤労を尊び、生
産を祝い、国民が互いに感謝し
合う日」とされています。しか
しながら、もともとは「新嘗
祭」という天皇が神様に豊作を
伝え、自らも作物を収穫してその年の実りに
感謝をする儀式が行われる日でした。敗戦
後、GHQの占領下に於いて国家神道の色があ
る儀式を排除する必要から「新嘗祭」に代わり
「勤労感謝の日」が制定されました。
　「新嘗祭」は飛鳥時代に始まったとされてお
り、旧暦の11月の第2回目の「卯の日」に行わ
れていました。それが新暦になると1月にな
ってしまうため収穫の時期ではなくなること
から新暦でも11月とされ、新暦が施行された
明治6年の2回目の卯の日が11月23日だった
ので以降11月23日を固定する事となったもの
です。最近は祝日を移動して土日と合わせて
連休にする、いわゆる「ハッピーマンデー」が
行われていますが、「勤労感謝の日」は「新嘗
祭」という意味のある起源があるためにその
適用の対象ではありません。
　アメリカでは9月の第一月曜が「Labor Day」
という労働者の祝日であり、11月の第四木曜
が「Thanksgiving Day」という収穫祭である
ことから、「新嘗祭」と併せて、労働に感謝し
収穫を祝うという意味合いのもと「勤労感謝
の日」という名称になったと思われます。勤
労感謝の日の起源が「新嘗祭」であったという
事から、農業を中心とした労働の意味合いが
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■親睦活動、出席・例会委員会	 岩﨑　友晴
　11月18日㈯、佐賀市文化会館
で開催された2017-2018年度地
区大会本会議に出席しましたの
で報告します。
　会議の第1部では、佐賀県知
事と佐賀市長からの祝辞があり
ました。公務ご多忙の両氏にそろってご出席い
ただけたことは、それだけロータリークラブの社
会的役割が認知され、活動が期待されているこ
との表れだと感じました。
　また、RI会長代理から「変わりゆくロータリ
ー」との演題で講演もいただきました。「ロータ
リーは多様性を認める方向に変化しており、地
域･各クラブの特性に合わせ柔軟に活動を行っ
て欲しい」とのメッセージと受け止めました。
　2部へと移る前に、元日本テレビニュースキ
ャスターの櫻井よしこ氏から「これからの日本
と誇りある国づくり」と題し、記念講演があり
ました。原稿も持たず、ゆっくり、しっかり
と、また理路整然と語るさまはさすがでした。
　「世界のリーダー国としての米国の後退と中
国の台頭の中にあって日本が進むべき道は富国
強兵であり、軍事力の強化は必須である。その
ためには憲法改正を急がねばならない」との内
容でした。
　2部では委員会報告、大会決議採択の後、ガ
バナーエレクトとして福田金治さんが紹介され
ご挨拶されました。
　次に次期大会ホストクラブ紹介として当クラ
ブが作成したプロモーションビデオが放映さ
れ、当クラブからの出席者全員が法被を着てス
テージに上がりました。橘髙克和さんのご挨拶
の後、「来年は、港町佐世保へ、お越しくださ
〜い！」と大きな声で唱和し、手を振り参加を
呼びかけました。会議全般の印象として、厳粛
ながらも温かさを感じました。
　さて、来年の地区大会は当クラブがホストク
ラブとして佐世保で開催されます。会議運営の
様子も観察しましたが、細部まで行き届いた対
応がなされており、準備には相当の時間とマン
パワーを要していると感じました。本会議だけ
でも大変な上に、大会はエクスカーションや懇
親会などプログラムは盛りだくさんです。
　来年の地区大会に向けホストクラブ会員とし
て自分に与えられた役割を責任を持って全う
し、佐賀に負けない立派な大会にしたいという
思いを強くしました。

◯ロータリーソング「R-O-T-A-R-Y」
◯卓話者
　オリンパス㈱福岡支店
　医療国内営業本部　九州営業部
　　支店長・部長　瀧口　正晴 様

	 幹事　坂元　　崇
　年次総会の案内をセルフボックスに入れてお
りますので、皆様、出席をよろしくお願い致し
ます。

■親睦活動委員会	 委員長　坂本　　敏
　先週の新会員研修会･懇親会
に多数ご出席いただきありがと
うございました。やっと2回目
の受講を終えられた方もいらっ
しゃいますが、充実した会だっ
たと思います。
　本日18:30より長崎国際大学の中庭にて余興
の練習を行います。まだ間に合います。ご参加
お願いします。

■ローターアクト委員会	 安福　竜介
　11月23日㈭ 15:30〜 白山陶器
において職場体験例会を行いま
す。当委員会委員でもあります
松尾慶一さんのご厚意により、
無料で絵付け体験ができますの
で、多くの皆様のご参加をお待
ちしております。

■2018-2019年度 地区大会実行委員長
	 橘髙　克和
　先日は2017-2018年度地区大
会へ多くの方にご参加頂き、あ
りがとうございました。私の挨
拶はともかくとしまして、当日
のDVDはとても良かった等のご
感想をいただいております。今
後、ガバナーエレクト事務所の活動もいよいよ
本格化して参ります。皆様方のより一層のご協
力をよろしくお願い致します。

委 員 会 報 告

例 会 記 録

幹 事 報 告

2017-2018年度 地区大会出席報告
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■親睦活動、出席・例会委員会	 福田　金吾
　先週の18日土曜日に、佐賀市
文化会館にて行われました国際
ロータリー第2740地区2017-18年
度の地区大会に出席をして参り
ましたので、ご報告を致します。
　次年度は佐世保がホストクラブ
でありますので、雰囲気や流れ、良い所、気に
なる点、などを私自身が初めての地区大会参加
ということもあり先入観のないフレッシュな目
線で感じ取り、次の大会に何か一つでも還元が
できるようアンテナを張って行って参りました。
　第1部では、RI会長代理　酒井正人様による
「変わりゆくロータリー」の演目で、2016年手
続要覧に沿い、CLP導入やクラブ定款に係わる
大きな変更点を踏まえた基調講演と、ジャーナリ
ストの櫻井よしこさんによる「これからの日本と
誇りある国づくり」の演目で米中間の大きな政
治的転換点を中心に今こそ我々が、日本が日本
らしくあるために真剣に考えるときである、と
いった内容での記念講演がございました。
　第2部の最後には参加者全員でステージに登
壇をしまして、橘髙実行委員長を先頭に次年度
大会のPRをしっかりと行ってきました。
　第2部終了後、会場をマリトピアに移して佐
賀南ロータリークラブの歓待のもと、地区のロ
ータリアンと懇親を深めて参りました。
　大会に参加した感想として、やはり何事もそ
うですが感動や満足感というものは持続性が低
く、逆にネガティブな感情や不満のようなもの
は深く心に残りがちかと思います。
　したがって、主催する側としての大会の成功
への近道はこのネガティブなものをできるだけ
取り除く、少なくする、あるいは目立たないよ
うに工夫することであると強く感じました。
　新会員が出過ぎた意見かもしれませんが、参
加された方、そうでない方を含めて、まだ時間
がございますので、広くこういったことをクラ
ブで協議できれば、より良い大会に仕上がるも
のと確信を致しました。
　最後に１点だけ、大会を通じて一番強く感じ
たことは、やはり時間に関する段取りが大事で
あるなと思った次第です。
　以上、簡単ですが地区大会のご報告でござい
ました。

	 親睦活動委員会　廣瀬　章博
○結婚記念月のお祝い

　橘髙　克和・さなえさん ご夫妻（6日）
　増本　一也・光子　さん ご夫妻（7日）
　円田　浩司・桂子　さん ご夫妻（7日）
　長富　正博・桂子　さん ご夫妻（7日）
　井口　東郎・容子　さん ご夫妻（7日）
　松尾　　貴・真理　さん ご夫妻（11日）
　長浜　陽介・理恵　さん ご夫妻（17日）
　松尾　文隆・由美　さん ご夫妻（23日）
　福田　金吾・芙美恵さん ご夫妻（23日）

	 親睦活動委員会　安福　竜介
富永　雅弘会長、坂元　　崇幹事
德川　晃尚さん、山下　尚登さん
　オリンパス㈱福岡支店 医療国内営業本部九
州営業部支店長･部長 瀧口正晴様の卓話に期待
してニコニコします。

橘髙　克和さん、円田　浩司さん
長富　正博さん、松尾　　貴さん
福田　金吾さん、松尾　文隆さん
　結婚記念月の祝いありがとうございます。

『オリンパスの医療事業について
　�-最新医療機器と良い職場づく
りに向けた取り組み-』

　オリンパス㈱福岡支店
　医療国内営業本部 九州営業部
　支店長・部長　瀧口　正晴 様

（１）オリンパスの会社概要

ニコニコボックス

ニコニコボックス	 本日合計	 　10,000 円

	 累　　計	 500,000 円

◇

慶　　　祝

卓　　話
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クラブ会報委員会 委 員 長　筒井　和彦　　 委　員　田中　信孝 ・ 中川　知之 ・ 西田　勝彦
副委員長　德川　晃尚　　 　　　　木下　貴夫 ・ 中嶋　　徹 ・ 川添　秀則

（今週の担当：筒井　和彦）
（カメラ担当：中嶋　　徹）

　創立は1919年（大正8年）10月12日。創業者の
山下 長（たけし）が顕微鏡の国産化を目指し、
「㈱高千穂製作所」を創立。創立当時は、顕微
鏡事業と体温計事業を柱とする会社であっ
た。社名の由来は、ギリシャ神話で神々が住む
というオリンポス山「Mt. Olympus」。「オリン
パス」の社名は、この山にちなんだもので、
「世界に通用する製品を作る」という熱い思い
が込められている。連結売上高は7,481億円、
連結従業員数：34,687人。事業別の売上高は、
医療が76.9%、科学が12.5%、映像が8.8％とな
っており、医療の事業ウエイトが高くなってい
る。地域別の売上高は、国内が21.3%、海外が
78.7%と海外の売上ウエイトが高い。
　　　

（2）オリンパスの医療事業について
　オリンパス医療事業の提供する価値は、消化
器内視鏡を核とした「早期診断」と、内視鏡処
置具や外科手術用内視鏡システムなどによる
「低侵襲治療」。この2つの価値をベースとし
て、製品、サービス、ソリューションを提供し
続けていく。胃や大腸といった消化器内視鏡だ
けではなく、耳鼻科、泌尿器科、産婦人科など
部位や目的に応じた様々な内視鏡をラインナッ
プしている。オリンパスは、1950年に世界で
初めて実用的な胃カメラを開発し、日本人の死
亡原因のトップだった胃がんの「早期診断」方
法の確立に大きく貢献。その後、内視鏡を使っ
た様々な検査、治療方法の開発・改良において
も、医師との二人三脚で進めてきた。
　最近ではNBI（Narrow Band Imaging：狭帯域
光観察）という消化器内視鏡を用いて、粘膜表
層の早期がんなどの病変を発見しやすくする観
察技術や最大520倍観察を実現し、顕微鏡のよ
うに細胞レベルまで観察が可能な超拡大内視鏡
など、最新技術を用いた製品を提供。
　外科分野では、2013年4月に設立したソニー
㈱との医療合弁会社であるソニー・オリンパス
メディカルソリューションズ株式会社が技術開発
した3D内視鏡システムや4K内視鏡システムを
発売。これにより、より精緻でスピーディーな
内視鏡外科手術の実現に貢献していく。

（3） 良い職場づくりに向けた取り組み紹介
　社員のモチベーションの低下、社員がイキイ
キとしている職場づくりなど、組織活性化の課

＊12月  例会卓話者予定＊

12月６日	 会員
	 平尾　幸一さん＆河原　忠徳さん

12月13日	 地区米山記念奨学生（琴海RC）	
	 ミセイエフ・アルタイさん

（�長崎大学、カザフスタン出身、世話ク
ラブ：長崎RC）

12月20日	 佐世保市健康寿命延伸推進協議会 事務局
（�㈱NTTデータ経営研究所 ライフ・バリ
ュー・クリエイションユニット ヘルスケア
グループ マネージャー）

		  朝長　　大 様 
12月27日	 指定休会

＊西海学園高等学校インターアクトクラブ例会予定＊
12月3日㈰	 12:00〜13:30
	 街頭募金活動　島瀬公園前
12月5日㈫	例会中止

（義援金を長崎新聞社へ渡しに行きます）

＊長崎国際大学ローターアクトクラブ例会予定＊

日時／12月7日㈭　19:00（食事）〜
会場／長崎国際大学 食堂
日時／12月21日㈭　19:00（食事）〜　
　　　クリスマス例会〔予定〕
会場／未定

＊�西海学園IAC、長崎国際大学RACにご出席されますと、
メークアップにもなりますのでご活用ください。
＊�RACへご出席される方はお食事の要・不要の確認を
いたしますので、事務局までお知らせください。

題を抱えている会社・組織は多いと思われる。
弊社も社員が働く意義を忘れ、目の前のことに
振り回されている状況があり、言われたからや
るという働き方となり、仕事にやりがいや価値
を感じていない社員も多くいた。そのような中、
社員が自分の仕事や会社に誇りを持ち、やりが
いをもって、いきいきと働く組織にしたいと考
え、その取り組みの１つとして、社員が仕事を
通じて感動したこと、充実した体験のエピソー
ドを聞き、実体験ムービーを作成。新人研修な
ど、様々な機会を通じて社員に供覧している。



  新会員研修会及び懇親会 日時／2017年11月15日㈬　研修会16:00〜 懇親会18:30〜
会場／レオプラザホテル佐世保

研修会の様子

富永  雅弘 会長
講師を務めていただいた方々

福田  金治
ガバナーエレクト

増本  一也
次期地区幹事

大神  邦明
R情報・文献記録
委員会 委員長

司会
松尾　文隆

R情報・文献記録
委員会 委員

【新会員研修会 受講者】
〔２回目〕
池田　真秀、廣瀬　章博、前田　恭宏
草津　栄良、木下　貴夫、古賀　淳二
高畑　和憲

〔１回目〕
德川　晃尚、橋詰　文雄、安福　竜介
福田　金吾、川添　秀則、黒江　章雄
岩﨑　友晴、萩原多恵士、赤木　征二
安部　雅隆

乾杯
大神  邦明

R情報・文献記録委員会
委員長

万歳
古賀　 巖

会長エレクト

開会あいさつ
富永  雅弘会長

司会
橋詰  文雄

親睦活動委員会委員

2017-18年度 国際ロータリー第2740地区  地区大会
平成29年11月18日㈯　　本会議：佐賀市文化会館　　記念懇親会：マリトピア

本会議 福田  金治ガバナーエレクト 指名挨拶

懇親会締めの挨拶
福田  金治ガバナーエレクト


